
365日24 時間体制で入所者のケアをする「入所型」障がい者支援施設

〈萩の江〉は最重度の知的障がい者を支援をしている入所
型施設です。障害者福祉サービス事業所には“通所型”と“入
所型” がありますが、ここは入所型の施設で、365 日 24
時間体制で入所者のケアをしています。余談ですが、国は
自宅から通える通所型を推奨しています。ただ現実には自
宅で生活できない重度の障がい者も多く、また施設が少な
いため待機者がいる状態です。
施設長の伝野さんは言います。
「本当は利用者も自宅に帰りたいと思っているし、施設で
生活をし続けたくないというのが本音でしょう。しかし、
ご家族がいなかったり、いてもケアが出来ない状況もあっ
て入所されています。」
これは認知症を含めたお年寄りの介護現場と同じ状況
です。
入所者の生活を少しでも潤いあるものにしたいといろ
いろな余暇活動の工夫がなされています。ボウリング、映
画鑑賞、ショッピング、自治会旅行、調理実習、陶芸、ク
リスマス会、感謝祭などです。
日中活動では、生活科、生活訓練科、製作科、椎茸班、
農産班など、科や班にわかれて活動していますが、中でも
椎茸班では原木シイタケ栽培をしていました。「自然の中

で原木を運んで水につけたり、乾かしたりする作業は身体
づくりやストレス発散にもちょうどいいのです。それを産
直やＪＡに買い取ってもらい、貴重な収入源にもなってい
ました。その売上を元に、毎年みんなで福島のハワイアン
センターに旅行に行っていたんですよ。」と伝野さん。
ただ、東日本大震災による福島第一原発の放射能の影響
で5万本もの原木が使い物にならなくなってしまったため、
今ではビニールハウスによるシイタケ栽培にシフトしてい
るそうです。ここにも東日本大震災の影響が出ていました。
今回〈北上お試しBOXまごころ版〉に出品している「和

紙のはがき」は製作科作品です。牛乳パックを小さく切っ
て、つるつるしている薄紙をはがします。それをミキサー
にかけてドロドロにし、紙すきをして乾かし、アイロンに
かけて出来上がり。
１日に 10枚程度で１枚１枚、まさに手作りで丁寧に作

られていますが、これは収入のためというより指先の運動
のための作業です。
このように、障がい者福祉サービス施設での作業は、
収入（工賃）を得るためだけではなく、訓練のための作業、
運動のための作業、ストレスを発散するための作業など、
利用者の支援目的によって分かれているのです。
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萩の江（はぎのえ）
〒024-0334 岩手県北上市和賀町藤根14-144-15 ☎0197-71-7066
平成16 年 4月1日設立
事業内容：施設入所支援事業、生活介護事業、短期入所事業、日
中一時支援事業、地域活動支援センターⅡ型　萩の里
就労系活動内容：自主事業（菌床シイタケ栽培、和紙はがき作り、
版画カレンダー、刺し子）

手作りはがきづくりは指先の運動訓練にもなっている。 紙漉き作業。あとは乾かすだけ。

“かっこいい福祉”で、地域経済に貢献する

現在 40 名弱の利用者が通う〈北上アビリティーセン
ター〉。その玄関には段ボールでつくった人形などいつも
面白いものが並んでいる。施設パンフレットもとてもカラ
フルで、いわゆる「障がい者施設」のイメージではない。
そのクリエイティブ部門をけん引しているのが、副所
長の赤坂良幸さん。19歳の時、アルバイト先にいた障が
い者との出会いがきっかけで「彼らの役に立ちたい ! 」と
大学を中退。福祉業界に入り、〈北上アビリティーセンター〉
の立ち上げから携わってきたベテランである。
現在、印刷業務が中心事業になっている同施設だが、
あるデザイナーとの出会いにより赤坂さんはデザインに目
覚めることになる。独学で勉強を始めると学校広報などか
らデザイン依頼が増え、気がつけば企画からデザイン、印
刷、販路開拓までのトータルプロデュースをするまでに
なっていった。
そんな彼が目指すのは、“かっこいい福祉”。「民間企業
の下請け、孫請けの軽作業では、利用者のための就労訓練
にはなっても、地域の仕事が障がい者施設に回ってきただ
け。需要のある独自商品を作って、もっと地域経済に貢献
できる組織にならなければならないと思うんです。」
そのひとつの成果が、県内の東日本大震災の被災者と

共同で開発した災害備蓄品。リーフレットの印刷などを同
施設で行い、「2017年度グッドデザイン賞」を受賞したこ
とで問い合わせが急増している。
今回〈北上お試しBOXまごころ版〉に出品しているのは、
同施設が単独企画した〈いわてワンコテープ〉。岩手県の
ゆるキャラ「わんこきょうだい」をモチーフにしたマスキ
ングテープで、昨年開催された岩手国体のオフィシャル
グッズにもなった商品だ。パッケージなど、細かな細工が
あちこちに施されていて、“使えるお土産物” として人気
が高い。
 「もちろん、色々な種類の作業を〈北上アビリティーセン
ター〉ではしていますが、こういう独自企画の商品を作る
のって、ここで働くみんなも楽しく作業してくれるんです
よ。それが売れることでさらに自信を持って、やる気が出
てくる。そんな循環がもっともっと生まれてくるといいで
すね。
商品をきっかけに私たちに興味を持ってくれた人が、
一緒にどんなことができるのか、もっと気軽に相談してく
れたら嬉しいです。」　
広い視点と高い意識を持つ赤坂さんの、“かっこいい福
祉” への挑戦をみんなで応援していきたい。

北上アビリティーセンター
社会福祉法人自立更生会　副所長 赤坂良幸さん

萩の江
社会福祉法人方光会　施設長 伝野和美さん
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北上アビリティーセンター
〒024-0104 岩手県北上市二子町秋子沢
214-7　☎0197-66-5400
平成元年４月１日設立
事業内容：就労継続支援（B型）事業
就労系活動内容：印刷、軍手製造販売、部品
組立、商品企画　他

赤坂さんはまさに “地域起業家” と言える。 返礼品〈ナクレ〉の詰め合わせセットもここで梱包している。


